
電解液浸漬試験

試験後外観　変化例

物性評価二次電池

電池には、各種高分子部材が使用されているが、常に電解液と触れる部材がある。電解液は、有機
溶剤の炭酸エステル化合物や HF 発生物質である LiPF6 などを含むため、耐電解液性に優れた材料
を使用する必要がある。
ここでは、各種高分子部材の耐電解液性を確認するための電解液浸漬試験について紹介する。

高分子部材の耐電解液性

各種評価、分析内容についてもご提案致します

電解液調合はご相談に応じます

測定条件（温度、期間）等各種対応可

リチウムイオン二次電池

電解液

成分：炭酸エステル
　　　LiPF6 など

危険物安全管理徹底
　・最適試験容器選定
　・HF管理
　・専用恒温槽使用

試験後各種評価　
　・外観観察
　・強度など物性測定
　・溶出物分析

電解液浸漬 変形

薄化40℃

対象部材
・パッキン
・テープ
・バインダー
・ラミネートフィルム
　　　　　　　　など

高分子部材

浸漬試験

Electrolyte Immersion Test for Polymer members for LiB

Electrolyte Immersion Test

The Observation after Electrolyte Immersion Test
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